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概要 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 京都府は、太平洋型

と日本海型の気候区が

接しており、南部から

北部に向けて暖かい地

方の植物が生育する暖

温帯植生から、雪の影

響を強く受けた植物が

生育するブナや天然ス

ギ（アシウスギ）を中

心とした冷温帯植生へ

の移行がみられる（図

１参照）。京都府中部

には標高 1000ｍ弱の

山域が広がっている

が、そこは冷・暖温帯

植生の移行域に当たっ

ており、標高や地形な

どに応じてさまざまな

種類の植物が生育し、

種多様性が高いことが特徴となっている。 

 本研究では、植生帯移行域において多様な植物がどのように維持されてい

るのか、個々の植物の繁殖、定着、成長、死亡という生活史過程に焦点をあ

て解明することを目的としている。 

研究の 
背景 

 研究対象としている冷・暖温帯植生移行域は、冬期の最深積雪が50cmのライ

ン付近にあり、積雪環境に適応している植物も多数見られる。実際、これま

で行ってきた研究により、天然スギの分布に、積雪環境がもたらす雪圧が大

きく関わっていることが明らかになってきている。しかしながら、当地域は、

今後の地球温暖化によって積雪量の大幅な減少が予測されている地域であ

る。さらに近年では、鹿の食害が広域にわたり激化し、林床植生が失われて

いく現状にある。 
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図4 交配実験（送粉者排除、自家・他家受粉）及び自然受
粉下での結果率(a)、結実率(b)

 

 

 したがって、当地

域の生物多様性保

全や生態系保全を

考えていく上で、さ

らには地球レベル

の環境変動による

植生推移を予測し

ていく上で、この冷

・暖温帯植生移行域

における種多様性

維持機構を解明す

ることは重要かつ

緊急の課題といえ

る。 

研究手法  野外調査は、京都府の暖温帯と冷温帯の移行域に位置し、広域にわたり天

然林が認められる京都府立大学久多演習林と京都大学芦生研究林において行

った。本年度は、久多演習林において自生する分布南限域に当たるニッコウ

キスゲの生育状況と繁殖特性、芦生研究林における天然スギ林でのブナの混

交メカニズムの解明に焦点をあてて研究を行った。それぞれ、40m四方程度の

調査プロットを設けて、植生状況の記載など行うと共に、対象種（ニッコウ

キスゲ、ブナ）については詳細な分布、繁殖・成長状況について定量的なデ

ータ収集と解析を行った。 

研究の進

捗状況と

成果 
 
 
 
 

１．分布南限域におけるニッコウキスゲの生育状況と繁殖特性 

   
 

 久多演習林のニッコウキスゲは、京都大学芦生研究林、滋賀県白倉岳のも

のと並んで分布南限域にあたり、沢筋の岩盤斜面上に自生している。自生地

を4×4mのコドラートに区切り、ニッコウキスゲの茎数・繁殖茎数を調べた結

果、全茎数は3908茎、繁殖茎数は630茎となっていた（図３）。全茎数は高木

層，草本層，低木層の順に，繁殖茎

数は草本層，高木層，低木層の順に

被度によって有意に負の影響を受け

ていることが明らかになっ
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図２ 京都府中部山域の自然植生模式図

た。 
 ニッコウキスゲに袋がけを行い、交

配実験（送粉者排除・自家受粉・他家
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図３ ニッコウキスゲ自生地における各4×4mのコド

ラート内のニッコウキスゲ(a)全茎数及び(b)繁殖茎数
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。 

である。 

 受粉）を行ったところ、送粉者排除では全く結果せず、自家・他家受粉を行うとほ

ぼすべて結果した（図４）。しかし、自家受粉では他家受粉より結実率は低下して

いた。自然状態では、結果・結実率とも非常に低く、送粉昆虫があまり来ないこと

による花粉不足となっていることが推察された。結実種子を人工栽培すると、8割

以上の確率で発芽し、よく成長したが、自然状態で発芽しているものは殆ど見ら

れなかった。自生地においては、殆ど栄養繁殖により個体群が維持されている

可能性が示唆された。 
 
２．天然スギ林でのブナの混交メカニズム 
 京都周辺の山間部尾根部周辺では、しばしば天然スギが優占する林が見られ

るが、そこでは冷温帯の代表種であるブナが混交していることが多い。人為

の影響の殆どない京都大学芦生研究林内の天然スギ優占林において、ブナの

実生・稚樹・若木の分布を調べたところ、ブナはブナ親木樹冠外側５ｍ付近

までのスギ樹冠下でよく更新が行われていることが明らかとなった（図５）。

逆にブナの樹冠下ではスギの伏条更新（雪圧によって枝が地面に接地し、新

しい地上幹となる。栄

養繁殖の一つ）が盛ん

に行われていた

 ブナが混交する天然

スギ林では、ブナ樹冠

の縁付近でスギとブナ

が相互置換的に置き換

わりながら維持されてい

ると考えられた。なぜこ

のようなパターンが生じ

るのかは、現在調査中

地域への

研究成果

の還元状

況 

今後、シンポジウムなどを企画予定。 

今後の 

期待 

今回対象とした植物ばかりでなく、冷・暖温帯植生移行域に特徴的な植物を

包括的に取り上げ、それらを植生全体の情報として統合できれば、地球環境

変動に対する植生応答予測や植生管理手法について様々なアドバイスが可能

になる。 

研究発表 

 

國永知裕・平山貴美子・嵜元道徳・松田陽介・奥田賢・高原光 (2010) 冷温帯

スギ・落葉広葉樹混交林におけるブナの更新サイト：光環境および外生菌根

形成率との関係． 第57回日本生態学会大会（東京） 

図５ 調査プロット(a)40×40m (b)45×45mにおけ

る樹冠投影図とブナの分布
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